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Foreword
This　Annual　Bulletin　No．32　covers　the　fiscal　year　l997．　Reports　on　exhibitions，　new　acquisitions，
restoration　of　artworks，　surveys，　and　other　activities　which　took　place　between　l　April　l997　and　31
March　1998　are　provided　together　with　relevant　references．
　　　During　this　fiscal　year，　the　construction　of　a　new　exhibition　gallery　in　the　basement　of　the　court－
yard　and　the　isolation　work　to　make　the　main　building，　which　is　already　almost　forty　years　old，
earthquake－proof　reached　the　final　stage．　Although　we　were　obliged　to　close　the　museum　for　another
year，　fortunately，　the　construction　work　was　finished　as　scheduled　within　this　fiscal　year」n　applying　the
isolation　system　to　the　main　building，　experts　were　consulted　and　numerous　committee　meetings　were
held　to　discuss　how　to　isolate　the　building　designed　by　Le　Corbusier　without　ruining　its　architectural
and　historical　significance．　As　a　result，　we　decided　to　choose　a　retrofit　method，　in　which　an　aseismatic
device　would　be　incorporated　in　the　underground　foundation　without　doing　anything　to　the　building
itself．　This　was　the　first　case　for　this　method　to　be　applied　in　Japan．　Not　only　was　it　an　epoch－making
attempt　from　the　point　of　view　of　architectural　technique　but　itwas　also　focused　on　by　many　people　as　a
new　potential　in　the　preservation　and　application　of　historically　significant　buildings．　The　new　gallery
in　the　courtyard　was　designed　to　supplement　exhibition　galleries，　storage　space，　restoration　room，　and
other　necessary　facilities　within　the　existing　limited　site．　The　completion　of　this　new　gallery　enables　us
to　simultaneously　hold　a　permanent　exhibition　of　our　own　collection　and　a　special　exhibition，　which
should　prove　a　significant　improvement　in　carrying　out　various　prolects．　In　the　fiscal　year　l998，　the
permanent　exhibition　will　be　resumed　in　the　main　building　and　the　new　wing（completed　in　1997）．
Once　work　on　the　interior　has　been　finished　and　the　required　period　for　the　building　to　dry　off　termi－
nates，　from　autumn　l998，　special　exhibitions　have　been　held　in　the　new　gallery．　The　Gates　of〃を〃by
Rodin　and　other　sculptures　temporarily　removed　from　the　courtyard　will　gradually　be　reinstalled　once
any　necessary　restoration　and　aseismatic　reinforcement　have　been　applied．
　　　Although　the　museum　was　closed　to　the　public，　museum　activities　did　not　cease　to　function．　While
we　were　unable　to　use　our　own　exhibition　space，　thanks　to　the　cooperation　of　other　museums，　we　were
able　to　hold　three　special　exhibitions；Resonating　Love（md　Life　．’Eur（）ρean　Art　fr（）m　The／Vational
ルfuseum　of　liVestern　Art，7～）々γo　at　The　Niigata　Prefectural　Museum　of　Modern　Art，　Exρressiveness
ofルlaterials　at　The　National　Museum　of　Art，　Osaka，　and　Every　Picture　Tells　a　Stoζy〔Exhibition　f（）r
Ch　ildren／at　The　Tokyo　National　Museum．　As　was　the　case　during　the　fiscal　year　1996，　although　the
joint　exhibitions　with　other　museums　were　a　substitute　due　to　the　closure　of　our　own　museum，　they
resulted　in　enabling　us　to　hold　exhibitions　with　a　new　viewpoint　and　broadened　the　range　of　our
activities．　If　there　are　appropriate　opportunities，　we　would　certainly　like　to　consider　further　possibilities
of　this　type　in　the　future．
　　　The　major　new　acquisition　this　year　is　Still　Life　toith　a　Carafe，　Floωers　and　Fruit　by　Henri　Fantin－
Latour．　Fantin－Latour　played　a　key　role　in　the　French　art　world　of　the　late　lgth　century　and　we　already
own　The　Temptation　ofSt．、Anthony．　As　we　were　lacking　a　still　life，　which　is　a　malor　category　in　Fantin－
Latour’s　oeuvre，　we　are　delighted　that　this　acquisition　is　not　only　supplementary　to　our　collection　but
amasterwork　of　exquisite　quality．　Mme．　Frangoise　Cachin　very　kindly　donated　a　drawing　by　Signac
based　on　an　on　painting　in　our　collection，　The　Port　ofSaint－Troρez．　We　wish　to　take　this　opportunity　to
express　our　sincere　thanks　to　her．　Details　of　other　acquisitions，　restoration　work，　and　research　carried
out　by　the　curators　are　given　herein．
M・・ch　l99g　　　　　　　　　Sh。ji・T。k。、hina
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Director，　The　Nationat　Museum　of－U，restern　Art，7～）kyo
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まえがき
本年報第：12｝」一は，’r成9（】997）年度にかかわるものであり，’ド成9年4月1日から’P成10年3月31日までの
1年問の期間に，当国、8だ西洋美術飾｛が行なった特別展，作品購人，作品の修復，調査，その他の事業
活動の報告と，関連の資料，記録を収めている。
　この1年間は，当館にとって，前庭地下の企画展示館造営と，すでに40年に近い歴史をもつ本館の免震
化というふたつの大がかりな工事の最終年度にあたり，そのため，前年度に引き続き全館休館を余儀なく
されたが，幸いにしていずれも年度内に予定された工事を無事完了することができた。本館工事にあた
っては，建築史の上でも重要な意味をもつル・コルビジュエ設計の建物にどのような遣り方で免震化を施す
かにっいて，専門家を集めた検討委員会を設け，さまざまの議論を重ねたが，最終的には，建物本体に
は全く手を加えず，地下の基礎部分に免震装置を組み込むというレトロフィット工法を採用することとした。
この工法の日本における最初の適用例である本館工事は，建築技術の上でも文字通り画期的な試みで
あったのみならず，優れた歴史的建造物の保存と活用にも新しい方向を示唆するものとして，多くの注目
を集めた。また，前庭の地下を利用した企画展示館はかぎられた敷地内において，展示室，収蔵庫，保
存修復室，情報資料室，その他必要な施設を充実させるためのもので，特にその完成によって，当館所
蔵作品を公開展示する常設展と特別企画展とを同時に開催できるようになることは，当館の活動にとって
大きな改善といってよいであろう。すでに次年度（平成10年度）においては，年度当初より本館ならびに新
館において常設展を再開し，新築の企画展示館においては，内装整備や建物乾燥のために必要な期間
を経た後，秋から特別展が開催されている。なお，これらの工事のため，ロダンの《地獄の門》をはじめ，
前庭に設置されていた彫刻群は一時的に撤去されているが，次年度以降，適切な修理および耐震設備
を施した上で，順次設置される予定である。
　しかしながら，この休館期間中，当館が美術館本来の活動を停止していたわけではない。展覧会活
動としては，当館の展示場が使用できないため，他美術館の協力を得て，3件の特別展を開催した。す
なわち，新潟県立近代美術館における「国立西洋美術館展：愛と生命の響き」，国立国際美術館における
「素材と表現」展，東京国立博物館における子供のための美術展「ものがたりの森」がそれである。これら
他館との合同企画展は，前年度の場合と同様，当館が休館中であったためのいわば代替措置であった
が，結果的には新しい視点による展覧会の実施に結びつき，美術館活動の幅を拡げることにもなるもので，
将来においても，適切な機会があれば考慮することとしたい。
　本年度の新規購入作品の主要なものは，アンリ・ファンタン・ラトゥールの《花と果物，ワイン容れのある
静物》である。当館は，19世紀後半のフランス画壇において重要な役割を果たしたこの画家の作品とし
て《聖アントワーヌの誘惑》を所蔵しているが，その主要な活動分野のひとつである静物画の作例はこれま
で欠けていたので，今回の購入は，その欠を補うものであり，しかも豊醇な趣きを湛えた傑作であることを
喜びたい。また，フランスのフランソワーズ・カシャンさんから，当館所蔵のシニャックの油彩画《サン・トロ
ペの港》に基くシニャック自筆のデソサンを寄贈して頂いた。この場を借りて厚く御礼申し上げる。その他
の購人作品，作品修復，館員の研究活動等は，本号に記載されている通りである。
　平成11年3月
国立西洋美術館長
高階秀爾
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新収作品
New　Acquisitions
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メロン，籐籠の上に盛られた桃などの触覚的なイメージの鮮やか
アンリ・ファンタンニラトゥール［1836－1904］
《花と果物，ワイン容れのある静物》　　　　　　　　　　　　な対比はきわめて近代的である・
1865年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ファンタンは1865年の前後に幾つかの大型静物画を描いている
油彩，カンヴァス
59・1×51・5Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，それらのなかには，類似したモティーフや構成が幾例か1認め
左上に署名，年記
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　られる。小菊の花束にメロン，籐籠，葡萄を配した作品（F277，
Henri　Fantin－Latour（Grenoble　1836　Bur61904）
Still　Lzfe　with　a　Carafe，　Flowers　and　Fruit　　　　　　　1865，54×67cm，　W．Carter所蔵）はその代表的な例であるが，
ll，61，、　can。a、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構図はさらに実験的である。また，翌年に描かれたトリード美術館
§！蒜11；監1ated　uppe，1eft：H．Fantin．　1865　　　　　　　　　　　　　所蔵の作品《夏の花と果物》（Y．289，73×59．7cm）では，皮を剥
P．1997－1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かれた蜜柑などが描かれ，画面にはさらに時間的な感覚が取り
Provenance　
EsllautサPelte「ie　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　込まれ，この時期のファンタンの静物画におけるさまざまな試みの
Bibliography；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿
Madame　Fantin．Lat、、ur，　Cat，logite　de～’α・tvr・t　Cθ・nPlet　lle　Fa・tin・Latθtfi・，　　　成果がPtされている。
Paris，1911，　No．280bis．
呈鵠1：1㌫灘‘㍑、！㍑2㌶ξ㍑i，；a》il認；：号；86－、，。、，，。，、，、　また・この1860年代には・ファンタンの僚友ともいうべき・マネ・
19・　96・　P・11・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モネ，ルノワールなど多くの画家たちが静物画に手を染めている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が，とりわけマネの作品には，多くの点で関連性が見られる。な
ファンタン・ラトゥールの絵画作品を主題的にみると，肖像画，静　　　かでもとりわけワシントン・ナショナル・ギャラリー所蔵の《メロンと桃
物画，寓意的構想画という3っの分野が大部分を占めていること　　　のある静物》（1866年）は同じような夏の果物を扱った主題，そし
が分かる。本年度購入作品は，これらのなかでも最も数が多いと　　　て構図，色彩などの点から，比較対象として興味深い。
思われる，静物画の分野を代表する作例のひとつである。　　　　　　　この作品は，19世紀以来，ドラクロワやドーミエ，クールベなどの
　1865年の年記のあるこの作品は，ファンタンが生涯に渡って描　　　コレクターとして名高いエノー・ペルトリー家に秘蔵され，展覧会な
き続けた静物画のなかでは，早い時期に制作されている。ファン　　　どにもほとんど出品されたことがないため，保存状態が良い。カン
タンのサロン・デビューの年1861年から普仏戦争の勃発した1870　　　ヴァスはファンタンがしばしば用いた目の詰んだものが用いられ，
年にいたるこの時期は，画家がル・コック・ド・ボワボードランの画塾　　　今世紀中頃に施されたと思われる裏打ちが確認されている。
における習練期（1851－54年）を経たのち，ルーヴル美術館での　　　　ファンタン・ラトゥールの作品は我が国の美術館にはたいへん少
継続的な古画の模写作業を通じ，またクールベやボンヴァン，マ　　　なく，小品数点が確認されるのみである。他方，現在国立西洋
ネ，ルグロなど，レアリスムの作家たちとの交遊を通して自己の作　　　美術館は松方コレクションに由来する《聖アントニウスの誘惑》を所
風を急速に確立した頃にあたる。また，親友のアメリカ人画家ホ　　　蔵しているが，これは後期のアレゴリックな主題の作品である。
イッスラーの勧めで渡英したことにより（1859，61，64年），在ロンド　　　旧松方コレクションには静物画を含めた7点ほどのファンタンの作
ンのギリシヤ人イオニデス家の人々をはじめとする上層ブルジョワ　　　品が存在したことも考え合わせると，本作品の購入は時宜にかな
のなかに幾人かの顧客を獲得していた頃でもある。　　　　　　　　ったものと思われる。　　　　　　　　　　　　（高橋明也）
　正方形に近いプロポーションをもつ画面は，ファンタンのこの種
の静物両のなかでは大型といってよい。食卓布を敷いたテーブ
ルの上にさまざまな物を置き，描き出す構成は，ヘーダやへ一ム，
ウィレム・カルフなどのオランダ静物画やボージャン，シャルダン，　　　Subject－wise，　the　majority　of　pictures　by　Fantin．Latour・can・be・divid．
・ラン・ド・ラ・ボルト，・レイーズ・モワ・ンなどの17－18世紀のフラン　Bl、；㍑篇蒜：言；隠蒜溜；隠ぷ慧認，愁
ス画家の作品にもしばしば見られる伝統的手法である。また，ワ　　　example　of　his　still　lifes，　which　appear　to　be　most　numerous　among
インの入ったガラ＝花瓶に挿された花々や桃とメ・ン（かぼ　the隠霊㍑iご日、，，d　l865。nd．i、anea，ly，xampl，。f，hes，ill
ちゃ？）の取り合わせなども決して先例のない構成ではない。しか　　　1ifes　which　Fantin－Latour　continued　to　paint　throughout　his　life．
し，背景の暗馳の空間とテーブルを覆う真白喰卓布の簡素　器1㍑㌫1盟膿蕊；；1愁㌫：瀦1㍑1
な対比，白い布の上に重ねて置かれた白い陶器の皿と白い花の　　　time　when　he　was　rapidly　establishing　his　own　style．　Having　studied
酒落た枇ガラスのワイン容れと花瓶皿の願なイメージに　㍑蒜1霊器膿嚇㍑瓢蕊撒膿㍑
対するアスター（蝦夷菊）を主体にした野趣豊かな花々，切られた　　　such　as　Courbet，　Bonvin，　Manet，　and　Legros．　It　was　also　a　period
8
when　his　best　friend，　the　American　artist　Whistler，　encouraged　　　and　Fruit（Y．289，73×59．7cm，　Museum　of　Art，　Treed），　which　was
him　to　go　to　England（1859，1861，1864）．　In　London，　several　families　　　painted　the　following　year，　portrays　a　peeled　tangerine　and　in－
among　the　upper　bourgeois　such　as　the　Greek　Ionides　became　his　　　　corporates　a　stronger　sense　of　time，　manifesting　the　results　of
customers．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　various　attempts　by　the　artist　in　still　lifes　during　this　period．
　　The　canvas　is　more　or　less　square　and　fairly　large　for　this　type　　　　　　During　the　1860s，　many　artists　including　comrades　such　as
of　still　life．　The　table　is　covered　with　a　tablecIoth，　on　which　several　　　　Manet，　Monet，　and　Renoir　had　a　hand　in　still　lifes．　Maneピs　works
objects　are　placed．　The　painting　is　composed　in　a　traditional　method　　　　are　particularly　relevant　in　many　ways．　St〃Life　u）ith　aルfelon　and
lrequently　fo皿d　in　Dutch　still　lifes　by　Heda，　Heem，　or　Willem　　　　Peoches（1866，　National　Gallery　of　Art，　Washington，　D．C）is　an
Kalf　or　works　by　17th－18th　centu　ry　French　artists　such　as　Baugin，　　　　interesting　example　for　comparison　as　regards　the　sublect　consist－
Chardin，　Roland　de　la　Porte，　and　Louise　Moillon．　The　combination　　　　ing　of　similar　summer　fruit，　the　composition，　and　the　colouring．
of　a　carafe　of　wine，　flowers　in　a　vase，　peaches，　and　a　melon（or　　　　　This　painting　is　in　good　condition　as　it　belonged　to　the　Esnaut－
pumpkin？）was　not　an　unprecedented　composition．　However，　the　　　　Pelterie　Famny，　who　were　renowned　as　collectors　of　Delacroix，
simple　contrast　between　the　dark　brown　space　in　the　background　　　　Daumier，　and　Courbet，　from　the　19th　century　and　was　hardly　ever
and　the　pure　white　tablecloth，　the　stylish　contrast　between　the　　　　shown　at　exhibitions．　The　canvas　is　a　finely　woven　type　which
white　porcelain　plate　placed　on　top　of　a　white　tablecloth　and　the　　　　Fantin－Latour　often　used　and　apPears　to　have　been　relined　in　the
white　flowers，　and　the　vivid　contrast　between　the　hard　image　of　the　　　　mid－20th　century．
glass　carafe，　vase，　and　plate　and　the　tactuaいmage　of　the　rustic　　　　　　There　are　very　few　works　by　Fantin－Latour　in　Japanese　mu－
bunch　of　asters　and　other　f［owers，　a　cut　melon，　and　peaches　on　a　　　　seums　and　the　few　known　examples　are　minor　works．　The　National
basket　are　very　modern．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum　of　Western　Art　currently　owns　The　Temρtation　of　St．
　　　Fantin－Latour　painted　a　number　of　large　still　lifes　around　1865　　　　Anthony，　which　came　from　the　Matsukata　Collection　and　is　a　later
and　several　of　them　are　similar　in　motif　and　composition．　A　repre－　　　work　depicting　an　allegorical　subject．　Bearing　in　mind　the　fact　that
sentative　example　is　a　work　depicting　a　bunch　of　chrysanthemums，　　　seven　works　including　still　lifes　by　Fantin－Latour　are　known　to　have
amelon，　basket，　and　grapes（F．277，1865，54×67cm．，　W．　Carter），　　　existed　in　the　ex－Matsukata　Collection，the　purchase　of　this　painting
in　which　the　composition　is　more　experimentaL　Summer　Floωers　　　　would　appear　highly　appropriate．　　　　　　　（Akiya　Takahashi）
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展覧会
Exhibitions
国立西洋美術館展：愛と生命の響き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館展愛と生命の響き
Resonating　Love　and　Life・European　Art　from　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　・　‘…　　一・　・　　，，
The　National　Museum（）f　Western　Art，　Tokyo
会期：1997年4月12日一5月18H
主催：新潟県立近代美術館／国立西洋美術館／財団法人西洋美術振興財団
会場：新潟県立近代美i術館
人場者数：13，233人
1）uration：12　April－18　May，1997
0rganizers：The　Niigata　Prefectural　Museum　of　Modern　Art，　Nagaoka／
　　　　　The　National　Museum　of　Western　Art，Tokyo／The　Western　Art　Foundation
Venue：The　Niigata　Prefectural　Museum　of　Modern　Art，　Nagaoka
Number　of　Visitors：13，233
一一
直一）
国立西洋美術館が新展示場建設のため休館していた1996－97年　　　ポ・デ・バルバリの《ヴェネツィア鳥撤図》やデューラーの《ヨハネ黙
度のあいだ，他機関と共同で所蔵品を展示する展覧会企画が4　　　示録》連作などが加わることにより，本展の版画セクションはひじょ
度実施された。本展はそのひとつであり，国立西洋美術館の所　　　うな厚みをもつことになった。15世紀から20世紀初頭の西洋版画
蔵llllをヒ体に新潟県立近代美術館の所蔵品若干を加え，合計　　　の概観として，それ自体でひとつの展覧会を形成し得る内容であ
149点の作品で構成された。　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。
　出lll：｜作品の内訳は，絵画23点，彫刻10点，素描8点，版画108　　　　絵画・彫刻と版画・素描の照明条件の相違から，展示会場の構
点であり，版画に大きな比重が置かれている。これは，2年間に4　　　成はたいへん難しい課題となった。この問題は平石氏の苫心によ
度にわたる大規模な貸出において，貸出作品が重複しないよう　　　り見事に解決され，鑑賞者にとって自然で，しかも作品の年代ヒ
極力調整がはかられた結果である。出品された絵画作品に関し　　　矛盾のない順路が巧みに確保された。また，出品点数の多さか
ても，’卜数以上がオールドマスターの作品であった。結果として，　　　らカタログの執筆・編集はそれなりに骨の折れる作業であったが，
松方コレクションのフランス近代絵画を主体に語られることの多い　　　ここでは新潟側の桐原浩氏のきわめて精力的な寄与が大きな助
国C晒洋美術館にあって，相対的に一般に知られていない分野　　　けとなった。また，各専門分野に応じてコラムの執筆を担当してく
の所蔵品を紹介するよい機会となった。　　　　　　　　　　　　　れた国立西洋美術館の学芸課諸氏にも感謝したい。（越川倫明）
　このようなタイプの展覧会の必然として，展覧会全体をひとつの
しほり込まれたテーマによって統一することは難しい。展覧会構　　　Lヵタログ］
成は15ttl・紀から2・世糸己初頭までの織・よるゆるいアンソ・ジ　ー罐瓢漂甥！麗r一
とならざるを得なかったわけだが，ここでは本展のふたつの特徴に　　　1g世紀のサロンとロダン／桐原浩
、i及しておきたい。第…に，新潟側企画担当者平石昌子氏の発　　　　国・：L西洋美術館の版画コレクション／越川倫明
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　版画技法について／鈴木晃
案により，展覧会タイトルが示すように，人間の生のドラマや内的　　　作品解説：平石昌子，桐原浩ほか
感情の表出をテーマとする作品が主として選定されていることで　　　コラム：河日公生・雪山行二・喜多崎親・高橋明也・越川倫明・前川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　誠郎，田辺幹之助，幸福輝ある・出品作に・愛・母性・祈り・苦悶・闘争・死といった主題　　　　編集：平石昌子，桐原浩，越川倫明
が多く見られるのはこのためである。　　　　　　　　　　　　　　　制作：美術出版デザインセンター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊カタログは目本語版のみ　第二に，国立西洋美術館から出品された90点の版画は，現時
点での所蔵品のベスト・セレクションに近い性格のものであり，マ　　　作品輸送：ヤマト運輸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会場設営：ヨシダ宣伝／東京スタデオ（彫刻台作製・設置）
ンテーニャの《海神の闘い》，デューラーの《アダムとエヴァ》，レン
ブラントの《百グルデン版》など，コレクション中の最も重要なアイテ
ムが含まれている。これらに，新潟の近年の収蔵作品であるヤコ
／・．／’，．一’∵／．〃／川州一ミミ
During　l996　and　1997，　while　The　National　Museum　of　Western　Art
was　closed　due　to　the　construction　of　a　new　wing，　there　were　four
loan　exhibitions　held　in　conjunction　with　other　institutions．　This
exhibition　was　one　such　event　and　consisted　of　149　works　mainly
from　The　National　Museum　of　Western　Art　collection　with　addi－
tional　exhibits　from　The　Niigata　Prefectural　Museum　of　Modern　Art
collection．
　　Emphasis　was　placed　on　prints，　the　breakdown　being　23　paint－
ings，10　sculptures，8　drawings，　and　108　prints．　This　was　the　result
of　adjustments　made　in　effort　not　to　have　any　works　overlapping
in　the　four　major　loans　over　the　two－year　period．　More　than　half　of
the　paintings　included　in　this　exhibition　were　old　masters．　Conse－
quently，　it　proved　a　fine　occasion　to　introduce　a　relatively　unknown
aspect　of　The　National　Museum　of　Western　Art，　which　tends　to　be
reputed　for　the　modern　French　paintings　from　the　Matsukata　Co1－
lection．
　　Inevitably，　in　holding　an　exhibition　of　this　type，　it　is　difficult　to
unify　the　overall　concept　under　a　single　theme．　Although　we　could
not　help　it　being　a　loose　anthology　of　works　from　the　l5th　to　early　　　　solved　enabling　the　viewers　to　follow　a　natural　and　chronologically
20th　century，　there　are　two　features　to　be　mentioned．　Firstly，　ac－　　　　10gical　route　in　the　galleries．　As　there　were　so　many　works　included
cording　to　a　proposal　made　by　Ms．　Masako　Hiraishi，　who　took　part　　　　in　the　exhibition，　writing　and　editing　entries　for　the　catalogue　re－
in　the　planning　on　the　Niigata　side，　as　indicated　by　the　title　of　the　　　　quired　rather　hard　work，　which　was　supported　enthusiastically　by
exhibition，　we　tried　to　select　works　manifesting　the　drama　of　life　　　　Mr．　Hiroshi　Kirihara　on　the　Niigata　side．　Thanks　are　also　due　to　the
and　emotion　of　mankind．　That　is　why　there　are　numerous　subjects　　　curators　of　The　National　Museum　of　Western　Art，　who　wrote　col－
regarding　love，　motherhood，　prayer，　agony，　combat，　and　death　　　　umns　on　theirrespective　fields　of　expertise．（Michiaki　Koshikawa）
included．
A，蒜麟，＝，1㌫：霊ぽ＝蒜搬　㍑ぽ；，T、，N。，、。nalM。、eum。，W，、，。mA，，／S，、，。M。。k。w、
the　most　important　items　such　as　The　Ba”をo”力e　Sea　Gods　by　　　　The　Image　of　Life　in　Paintings／Masako　Hiraishi
Mantegna，、4dam　and　Eve　by　D〔irer，　and　7「he〃乙tndred　Guilder　iPrint　　　　The　Salon　in　the　l9th　Century　and　Rodin／Hiroshi　Kirihara
by　Rembrandt．　With　additional　prints　from　The　Niigata　Prefectural　　　The　rrint　Collection　in　The　National　Museum　of　Western　A「t／Michiaki
My・？・m・f　M・d・・n　A・！・・11ec・i・n・u・h，・・a・eF・n・・cq・i・i・i・n・　5忠蒜、que，／A、、，aS。。uk、
Bird　ll－Eye　Weωor　Venice　by　Jacopo　de　Barbarl・andη～e・4ρo－　　　　Catalogue　Entries：Masako　Hiraishi，　Hiroshi　Kirihara，　et　aL
catypse　series　by　DUrer，　the　print　section　of　this　exhibition　became　　　　Columns：Kimio　Kawaguchi，　Koji　YUkiyama，　Chikashi　Kitazaki，　Akiya
extremely　rich　in　content．　This　section　was　substantial　enough　to　　　　Takahashi・Michiaki　Koshikawa・Seiro　Maekawa・Mikinosuke　Tanabe・Akira
　＝＝＝㌫yingthehist°「y°f鞭stemp「ints鱗1＝§蹴鴇認＝三M・・h・・k・K・・h・k…
　　The　difference　in　lighting　conditions　for　paintings／sculptures　　　　　　＊The　catalogue　is　written　in　Japanese　only．
・nd　p・i・t・／d・awi・g・p・・ed・very・diffi・ult　que・ti・n　in　setti・g・p　th・　Tr。n，p。，t。ti。n、　Y。m。t。　T，an，p。，t，　C。．，　Ltd．
exhibition・Thanks　to　Ms・Hiraishrs　endeavours，　the　problems　were　　　　Display：Y（）shida　Senden；Tbkyo　Studio
〃
灘蕊漂嶽館所蔵作品⌒
Organizers：The　National　Museum　of　Art，　Osaka／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo
Venue：The　National　Museum　of　Art，　Osaka
Number　of　Visiters：13，951
この展覧会は，国立西洋美術館が1996－97年度を地下新展示場　　　　な例を除き，この原則を最大限尊重しつつ作品選択を行なうとい
建設のため休館となり，そのため実現した共同企画展のひとつで　　　う，非常に困難な作業を行なわざるを得なかった。結果として，
ある。しかし企画は最初から難題にぶっかった。国立西洋美術　　　残念ながら先行した東近美との合同展に出品した作品はほとんど
館のルネサンス期から20世紀初めまでの西洋美術コレクションと，　　　選択肢に入らず，また，並行して開催される新潟近美展とも作品
もはや西洋，東洋といった分類とは無縁な国立国際美術館の現代　　　を分け合わなければならなかった。一般的に言って，鑑賞に1耐え
美術のコレクションには，美術史的な流れに沿って作品を展覧す　　　る展覧会をつくりあげるためにはある種のトゥール・ド・フォルス（離
るための共通項があまりにも欠けていたからである。この両コレク　　　れ業）が必要であるが，今回，作品にとっての苛酷なスケジュー
ションからいかに一貫したテーマをもつ展覧会が考えられるかとい　　　ルをやりくりしながらのそれが，果たして功を奏したかどうかは不
う観点で，両館のスタッフ（尾野正晴，尾埼信一郎：国立国際美　　　　明である。　　　　　　　　　　　　　　　　　（高橋明也）
術館／高橋明也，田中正之：国立西洋美術館）が集まって考え出
したのは「素材と表現」というテーマであった。歴史的な観点よりも　　　［カタログ］　一　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館のコレクションー松方コレクションとその後／高橋明也
むしろ，造形一般に共通した問題を提示する方がより現実的であ　　　編集・発行：国立西洋美術館／国立国際美術館
ろうという判断からである。さまざまな素材，技法の違いにより変　　　制作：美術出版デザインセンター
化する表現の形はとりわけ同一作家の場合を較べる際に興味深　　　作品輸送．展示：ヤマト運輸
く，これにより西洋美術館のコレクションと国際美術館の作品が相　　　会場設営：伏見工芸
互に補完するかたちで，より効果的に機能する可能性が生まれ
た。
　実際，異なる素材，技法のもとで，パスキンの例のように思いも
かけず全く同主題，同構図の作品が並んだ場合もあれば（《バラ　　　This　exhibition　was　one　of　the　joint　exhibitions　which　took　place
色の下着の少女》国立国際美術館，《青い下着の女》国立西洋美　　　些ile　The　National　Museum　of　Weste「n　A「t　was　closed　du「ing　the
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　flscal　year　1996－1997　due　to　the　construction　of　a　new　basement
術館），セザンヌ，ピカソ，ミロ，デュビュッフェ，サム・フランシスの　　　gallery．　The　planning　met　with　difficulties　from　the　very　beginning．
作品のように主題，様式，制作年代などの要素がそれぞれ，興味　　　The　W；ste「n　a「t　collection　f「om　the　Renaissance　to　the　20th　centu「y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　belonging　to　The　National　Museum　of　Western　Art　and　the　contem一
深い相似を見せる場合もあった。その点では普段の常設展示で　　　porary　art　collection　regardless　of　whether　a　work　is　Oriental　or
は見過ごされがちな発見も，多々見られた展覧会であったといえ　　　Weste「n　belonging　to　The　Nati？na1　Museumof今「t’　Osaka　have　ve「y
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　little　in　common　from　the　polnt　of　view　of　displaying　the　works
るかも知れない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　together　according　to　an　art　historical　chronology．　The　staff　from
　他方，「引っ越し展」の常として，この展覧会の本質がむしろ西　　　both　museums（Masaha「u　gno　and　Shi廿ichi「00zaki’The　National
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Museum　of　Art，　Osaka／Akiya　Takahashi　and　Masayuki　Tanaka，　The
洋美術館のコレクションの開陳にあったことは否定できない。しか　　　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo）gathered　to　find　a　con一
し本展は企画時からすでに矛盾する問題を抱えていた・一蜥　㌶1、｛1＝：li；：＝㍑1『；，i瓢1；器蒜1舗
外に貸し出した作品は，その後2年間は貸出を控えるという当館　　　question　common　to　the　formative　arts　in　general　rather　than　taking
の作品保存上の配慮による内規である。我々自身が決めた規定　　　a　histo「ical　Point　of　vi『w’　The　changes　in　exP「ession　acco「din9　to
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　material　and　technlque　are　particularly　interesting　to　compare
を遵守すれば，連続した大規模所蔵品展開催は本来およそ不可　　　in　the　case　of　a　single　artist　and　it　became　possible　for　such　com一
能である。しかし，さまざまな理由から展覧会は催さなければなら　　　Pa「ison　to　function　mo「e　effectively　by　suPPIementin9　wo「ks　f「om
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　both　museums．
ない。そのため，今回の展覧会を構成するにあたってはごく僅か　　　　In　the　case　of　pascin（6irl　in　a　Rose　Chemise，　The　National
12
Museum　of　Art，　Osaka　and　Girl　in　a　Blue　Chemise，　The　National　　　　although　a　few　exceptions　had　to　be　made．　Consequently，　most
Museum　of　Western　Art），　we　were　unexpectedly　able　to　juxtapose　　　　of　the　works　that　were　included　in　the　joint　exhibition　with　The
two　works　identical　in　subject　and　composition　but　differing　in　　　　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo，　which　took　place　earlier，
material　and　technique．　As　regards　works　by　C6zanne，　Picasso，　　　　unfortunately　could　not　be　considered　for　selection　and　we　were
Mir6，　Dubuffet，　and　Sam　Francis，　elements　such　as　the　subject，　　　　also　compelled　to　share　the　possibilities　with　the　Niigata　exhibition
style，　and　date　demonstrated　interesting　similarities」n　that　sense，　　　　which　was　being　organized　concurrently．　Creating　an　exhibition
it　was　an　exhibition　that　provided　a　chance　to　make　numerous　　　worth　viewing　requires　a　certain　tour　de　f（）rce．　Whether　our　efforts
discoveries　that　go　unnoticed　in　permanent　displays．　　　　　　　　　　to　coordinate　the　tight　schedules　for　the　works　proved　a　success
　　　As　a　“travelling　exhibition”，　it　cannot　be　denied　that　the　essence　　　　remains　unknown．　　　　　　　　　　　　　　（Akiya　Takahashi）
of　the　show　tended　to　be　a　presentation　of　The　National　Museum　of
Western　Art　Collection．　However，　such　contradiction　already　exist－
ed　from　the　planning　stage．　Due　to　regulations　set　in　consideration
・f　th・p「ege「v・ti・n・f　th・w°「ks，°nce　a　w°「k　i・1°aned°utside　th・　［C、・。1。gue】
Museum，　lt　cannot　be　loaned　elsewhere　for　the　next　two　years・　lf　　　　The　Collection　of　The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo－The　Matsu－
we　were　to　abide　by　the　rule　we　ourselves　had　defined，　it　would　be　　　　　kata　Co）lection　and　Afterwards／Akiya　Takahashi
impossible　to　hold　a　sequence　of　major　exhibitions　of　the　Museum　　　　Edited『nd　published　by　The　National　Museum　of　Western　Art・Tokyo　and
C・11ec・i・n・・Ye・・f・・va・i・us　re…P・，　w・h・d・・h・ld・hese吐ibi一　謬劉；跳蹴f鵡鶴，，n，e，．
ttons・As　a　result・we　had　no　choice　but　to　attempt　a　very　difficult　　　　Transportation　and　lnstallation：Yamato　Transport　Co．，　Ltd．
task　of　selecting　works　with　as　much　respect　as　possible　to　this　rule　　　　Display：Fushimi　Kogei
1．3
ものがたりの森（子供のための美術展）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α皿
会期：1997年7月1日一8月31日
主催：国立西洋美術館／東京国立博物館
入場者数：98，236人
Duration：1July－31　August，1997
0rganizers：The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo／The　Tokyo　National　Museum
Venue　The　Tokyo　National　Museum　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
騰／1．fc羅竃⊇灘灘潔畿：；一一鵠⊇1ぬ叢
長い人類の歴史のなかで作られたさまざまな物語は，言葉として　　　展示した。
語り継がれ，また文字として書き継がれるだけでなく，ときには絵　　　　会場にはインフォメーション・タワーを設置し，各作品の主題とな
に描かれ視覚化されることによってより強いイメージをもって現代ま　　　った物語を簡単に紹介した無料のカードを用意し，作品が本来置
で伝えられてきた。本展覧会は，こうした物語を題材として描か　　　かれたり，使われていた状況を示す写真パネルを展示した。ま
れた絵画作品をテーマとする展覧会である。展示作品は，聖堂　　　た，そこには日本や西洋のさまざまな描画材とそれをヒントにした
の祭壇を飾るために描かれたもの，パリにある個人の邸宅の食堂　　　小学生の作品を展示し，模造の絵巻物を手にとって見ることので
を飾るために描かれたもの，部屋の間仕切りや装飾としても使わ　　　きる“触れるコーナー”を設け，絵巻物の扱い方や見方を紹介し
れた屏風に描かれたものなど，その目的，形態，制作年代もさま　　　た。
ざまなものを両館の所蔵作品の中から選択した。また，物語を時　　　　展覧会期間中には，ギャラリートークと3種類のサブ・プログラム
間の流れに沿って順番に表わした絵巻物や，クライマックスだけ　　　を実施した。学校を対象とした団体予約制のトークは7月に行な
をドラマチックに表現した絵など，その表現方法もヴァラエティーに　　　い，12の小・中学校，合計372名の児童・生徒が参加した。また，
富むよう考慮した。本展では，そうした表現や形態の多様さを楽　　　8月には毎週水曜日と土曜日の午前・午後に，予約を必要としな
しむと同時に，物語に語られた数々の偉業や奇跡，あるいはユー　　　い自由参加のトークを子ども向けに行なった。サブ・プログラムで
モアを絵のなかにたどり，そこから物語絵を読み解く面白さを知っ　　　は，現実とは異なる自分の一生を想像して祭壇画風に描く「もうひ
てもらい，さらに，絵画における様々な技法や材料もあわせて紹介　　　とりの自分ヒストリー」，天から降ってきた雨っぶをめぐる物語を絵
することにより，創作に対する関心をもってもらうことを目的とした。　　　巻物に描く「しずくのぼうけん」の創作プログラムと，クイズに答えな
　東京国立博物館の所蔵する作品からは，釈迦の入滅を描いた　　　がら展覧会の作品と関連のある作品を，常設展示のなかから見
《仏浬繋図》，達磨とその弟子恵可の逸話を描いた《恵可断腎図　　　つけ出す「宝探しゲーム」を実施した。
（模本）》（狩野養川院惟信模），朧月夜の君と源氏の恋を描いた　　　　昨年に引き続き東京国立博物館と共同で企画したこの展覧会
《源氏物語図（花宴）》（土佐光吉筆），源氏と平氏の戦いを描い　　　は，美術作品の表現や形態の多様性を紹介するという点でたい
た《源平合戦図屏風》，時宗の開祖である一遍の生涯を描いた　　　へん意義深いものであった。インフォメーション・タワーに集めた
《一遍ヒ人伝絵巻（模本）》（原本歓喜光寺本），おならの芸を得　　　　解説シートや描画材の見本は，作品を見るときの参考になり，子ど
意とする男の話を描いた《福富草紙絵巻（模本）》など9点の作品　　　もだけでなく大人も積極的に活用していた。しかし，大人にとって
を展示した。また，国立西洋美術館からは，聖母マリアの7つの　　　作品の主題となる物語の説明は観賞の重要な要素のひとつとなる
悲しみを描いた《三連祭壇画：エジプト逃避途上の休息》（パティ　　　が，子どもにとっては，長くて複雑な物語を理解するのは時間のか
ニール派），旧約聖書に語られるユダヤの英雄ダヴィデを描いた　　　かることであり，物語自体に魅力がないと作品そのものへの興味
《ダヴィデを装った若い男の肖像》（ティントレット），古代ギリシャの　　　や集中を助けるものとはならなかったようである。特に小学生にと
恋愛物語を描いた《春（ダフニスとクロエ）》（ジャン・フランソワ・ミレ　　　ってこの展覧会は，多少難解であったように思われた。低年齢層
一），ローマ神話の英雄アイネイアスにまつわる話を描いた《ウル　　　の子どもたちを対象とする場合には，物語は作品の主題となった
カヌスの鍛冶場を訪れたヴィーナス》（ダフィット・テニールス　　　物語ではなく，作品から自由に連想される物語としてとりあげるほ
〔父〕），そしてキリスト教の最初の殉教聖人であるステパノの事跡　　　うが観賞には効果的であるかもしれない。
を描いた《聖ステパノ伝》（マリオット・ディ・ナルド）の5点の作品を　　　　最後に，東京国立博物館の村野隆男，河野哲郎，後藤文r・の
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諸氏には2年間にわたり全面的なご協力を頂き，楽しく仕事ができ　　　handed　out　free　of　charge．　There　were　also　panels　illustrating　the
ましたことに感謝致ぱ　　　　（鶉洋r－）漂惣麗篇臨：li㌫㌶、ごt蒜謬蕊』l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　were　on　show　and　works　made　by　elementary　school　students　were
lセルフガイドl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　exhibited　alongside」n　the“T（）uching　Corner”・there　was　a　replica
ものがたりの森　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　a　picture　scroll・which　could　be　handled・together　with　notes
納…．編集：国．、栖洋一k・asr館／寺島治，佐藤厚子喀員lilf究員）　　　・n　h・w　t・h・1d・nd・i・w・pi・t・・e・c・・11・
　　　　　　　　東京国立博物館／河野哲郎，後藤文子　　　　　　　　　　　　　Throughout　the　duration　of　the　exhibition・gallery　talks　and
　　　　　　　　東京都図画．工作研究会　　　　　　　　　　　　　　　　　　th「ee　k！nds　of　sub－pro9「al？mes　w；re　held・Talks　for　school　child「en
制作：（株）フレ＿ベル館　　　　　　　　　　w・・eglven・p・n・e・erv・ti・n　durlng　J・ly・and・t・t・1372・t・d・nts
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　from　l2　elementary　and　junior　high　schools　participated．　During
作品輸送：H本通運　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August・the「e　we「e　talks　fo「child「en　given　i！”i　the　mo「ni竺9．and
会場設営・ノ’・t・i．－11’S・社　　　　　　㌫ε1認i漂；：d認＝＝y；，ご｝串hl°＝」鵬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Other　Self”，　in　which　the　child　could　imagine　a　different　version
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　his　or　her　life　and　paint　it　as　an　altarpiece；‘‘The　Adventures　of
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aRaindrop”，　a　project　to　create川ustrations　in　scroll　form；and
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Treasure　Hunt”，　which　was　a　quiz　to　identify　works　in　the　perma－
Various　stories　created　in　the　long　history　of　mankind　have　been　　　　nent　exhibition　related　to　the　special　exhibition．
conveyed　over　the　generations　to　the　present　by　language，1etters，　　　　　Asimilar　exhibition　was　held　in　conjunction　with　The　T（）kyo
and，　on　occasions，　by　pictures，　which　have　give　a　stronger　impres－　　　　National　Museum　last　year　and　both　exhibitions　proved　meaningful
sion．　The　theme　of　this　exhibition　was　paintings　depicting　a　par－　　　　from　the　point　of　view　of　introducing　the　diversity　of　expression
ticular　story．　Although　varying　in　purpose，　form，　and　date、　ex－　　　and　form　in　artworks．　The　explanatory　sheets　assembled　at　the
amples　were　selected　from　the　collections　of　both　museums．　Some　　　　Information　Tbwer　and　the　samples　of　painting　materials　were
were　executed　for　the　altar　in　a　chapel，　others　to　be　hung　in　the　　　　useful　not　only　to　children　but　also　to　the　grown－ups　in　viewing　the
dining　room　of　a　private　residence　in　Paris，　and　yet　others　on　　　　works．　Although　the　synopsis　is　an　important　element　for　an　adult
screens　used　to　divide　or　decorate　a　room．　We　also　endeavoured　　　　in　viewing　a　picture，　understanding　a　long　and　complicated　story　is
to　present　a　variety　of　means　of　expression．　For　example，　a　picture　　　　time－consuming　and　unless　it　is　an　interesting　story，　it　is　not　very
scroll　illustrates　a　story　in　sequential　order　whereas　a　painting　　　　effective　in　deepening　the　child’s　interest　and　concentration　in　the
dramatically　captures　the　climax　only．　We　aimed　for　the　viewers　　　　pictorial　work．　Particularly　in　the　case　of　elementary　school　chil－
to　be　able　to　enjoy　the　diversity　in　expression　and　form，1earn　　　dren，　this　exhibition　seemed　a　little　too　difficult．　When　dealing　with
the　fun　of　comprehending　a　story　by　tracing　the　achievements，　　　　younger　children，　it　may　be　more　effective　to　focus　on　the　story　not
miracles，　or　humour　indicated　in　the　picture，　and，　by　introducing　all　　　　as　the　theme　on　which　the　picture　is　based　but　as　an　image　that
kinds　of　techniques　and　materials　in　painting，　become　interested　　　　derives　from　the　picture．
in　painting．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lastly，　we　wish　to　thank　Takao　Murano，　Tetsuro　Kono，　and
　　　Nine　works　were　selected　from　the　collection　of　The「r（）kyo　　　　Fumiko　Goto　for　their　overall　cooperation　over　the　past　two　years　in
National　Museum　including〈lirvana　ofSakyamuni；Huike　with　His　　　　spite　of　our　sudden　request　for　their　assistance．　I　enjoyed　working
Severed　A　rm　IReρlica1；The　Tale　of　6enlt；Chaρter　of　Hana　no　En　　　　with　them．　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yoko　Terashima）
（by　M　itsuyoshi’T（）sa）；Battles　Bettveen　Genji　and　Heike　Clans；Nar－
ra’ive・Picture・Scr・〃・々力εB」・9仰砂・〃he　Priest　ippen　IR〔lp〃C・ノ；
欝m撚鶯灘≧雛紘麓灘甑一＿一。，、W。、，。，n、Ar，／Y。、。T。，as、、－
aYoung　Mon　as　David（Tintoretto），　Spring　Il）aphnis　and（）hloe’ノ　　　　and　Atsuko　Sato（guest　researcher）；The　T（）kyo　National　Museum／Tetsuro
（Jean－FranCois　Millet），　Venus　Visiting　Vulcan　ll　F（）rge（David　Teniers　　　　Kono　and　Fumiko　Goto；Tokyo　Metropolitan　Arピ「eacher’s　Society　of　Prima「y
the＝麟㌫∫㌫㍑濡罐瓢，eca，d、灘蹴li㍑㌶・1｝W。，k、，N、pP。nE。p，e、s，、，d．
briefly　explaining　the　story　on　which　each　picture　was　based　were　　　　Display：Nomura　Co．，　Ltd．
1．5

修復記録
Restoration　Recordg．
〈～lll）ド多ltlli＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制｛三，i・｛－tul　eこ力支r「∫ち¶　裏lfli‘こlliL・』妾才ヂ「斉ljcノ）ケ§り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修復処置：
ポール・シニャック　　　　　　　　　　　　　　裏面の接着剤および継ぎ当て紙の除去，インレ
《サン・トロペの港》　　　　　　　　　　　イ（仮マージン）付け
1賠忽㍍　　　　　　　（処i繊本撒・i，・Jtl公生）
P．1987－3
保存状態：
点描で描かれた画面の特にL半分に，厚塗り
絵具層の浮きトがり　　　　　　　　　　　〈彫刻〉
修復処置：
加温加湿による浮きヒがり絵具層のゼラチンに　　以下の彫刻において防災上の対応として・次
よる接着固定　　　　　　　　　　　　　　　の処置を施した
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．台座加工
ヤコポ・ロブスティ・ティントレット　　　　　　　　安定板取り付けの加工，天板交換，汚れの
《ダヴィデを装った若い男の肖像》　　　　　　除去
油彩．カンウァス　　　　　　　　　　　2．台座安定板付け
P’1971－1　　　　　　　　　　　　　　　　　転倒防1トのため安定板SUS3048mmtを
修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　取り付け，底面にテフロンシートを貼り合わせ
絵具層の浮き上がりの固定　　　　　　　　　　　る
額縁の修復（緩んだ桟の固定，人れ子の改良，　　3．台座天板取り付け
欠損の充墳と補彩）　　　　　　　　　　　　　　彫刻取り付け用加工，脱着可能な加工
裏面保護（板）　　　　　　　　　　　　　　　4．彫刻取り合い金物取り付け
（処置：眞鍋千絵，河口公生）　　　　　　　　　　彫刻の地山内側の補強ならびに天板との取
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り合い金物の取り付け
ギュスターヴ・クールベ　　　　　　　　　　5．彫刻補強
《馬小屋》　　　　　　　　　　　　　　　　彫刻の足元に補強のステンレス棒を地山の
油彩，ヵンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　補強から取り，ステンレス棒周辺にシリコンゴ
60×73・3Cln　　　　　　　　　　　　　　　　　ムを注入
P．1959－56
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　オーギュスト・ロダン
表面に埃・カンヴァスの弛みと波打ち・張り代の　　《バルザツク》
弱体化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ
修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　　106×45×38cm
表面の清拭，カンヴァス裏面のあて布の除去，　S’1962－－1
蜜∵ウ授剤の除去　　　　　オ＿ギュスト．。ダン
（処置・向田直氏河口公生）　　　　　　　　《永遠の青春》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　65×71×38Cln
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1959－16
〈水彩画〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オーギュスト・ロダン
ギュスターヴ・モロー　　　　　　　　　　　《考える人》
《聖なる像》　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ
水彩，コットン糸氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　71．5×45×60cm
62×49Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S・1959－39
L）．1995－1
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　オーギュスト・ロダン
周辺部を除く紙の素地に波打ち。厚塗り，盛り　《青銅時代》
1備｜≦・・彩色層醜裂鞠1離　　　《『冷。、、、m
修復処1置：　　　　　　　　　　　　　　　　S・1959－2
亀裂の固定，紙素地の平面化，インレイ（仮マ
ージン）付け，支持ボードの取り付け　　　　　　オーギュスト・ロダン
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《鼻のつぶれた男》
デュヴェジヤζ　　　　　　㌃㌃，2Cn、
《国王の尊厳》　　　　　　　　　　　　　　S．1959．27
エングレーヴィング，紙
30．2×20．9Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　（処置：山岸鋳金丁房，河口公．生）
（｝．1986－1
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（河口公生）
17
展覧会貸出作品
Loans
「ピカソ版画展」
1997年7月19日一8月17日
釧路市生涯学習センター・アートギャラリー
G．1967－2　　　ピカソ《三人の女》
G．1970－17　　ピカソ《泉》
Ll985－1（5）　ピカソ《羊》
L．1985－1（6）　　ピカソ《猫》
L1985－1（12）　ピカソ《猿》
L．1985－1（14）　ピカソ《禿鷹》
L．1985－1（18）　ピカソ《雌鶏》
L．1985－1（24）　ピカソ《雀蜂》
L1985－1（29）　ピカソ《ひき蛙》
「揺れる女／揺らぐイメージ」展
1997年7月20日一9月28日
栃木県立美術館
P．1959－90　デュラン《坐せる裸婦》
P．1959－44コッテ《裸婦》
「荻原守衛と日本のロダニズム」展
1997年9月30日一11月3日
緑山美術館
S．1959－30ロダン《ローランスの胸像》
Picasso　e　il　viaggio　in　Italia
March　14－July　12，1998
Palazzo　Grassi，　Venice
D．1959－44　Pablo　Picasso，　Woman　with　a
　　　　　Blue　Bodice
「ピカソイタリア旅行展」
1998年3月14日一7月12日
ヴェネツィア，グラッシ宮
D．1959－44　ピカソ《坐る女》
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新収作6，1・・覧　　　　　　　　　　　　　　この・覧には『国、‘万西7羊美術館年報No31』に収載分以後，平成9年4月から1年間に当館の予算で
List　of　New　Acquisitions　　　　　購人した作品・および・寄贈f乍lll1が含まれる。所蔵番号のPは絵画・Gは版画・Dは素描を示尤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　list　f《川ows〃～（・Annual　Bulletin　of　the　National　Museum　of　VVestern　Aγt　1996－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997．It　colltains　all　the　works　purchased　or　donated　between　April　1997　and　March
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l998．　Thc　nun〕ber　tailed　to　each　item　indicates　the　museum’s　inventory　number：Pis　for
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）llil）tillgrs，　G　for　pl－ints　and　D　for　drawings．
購人f乍品
PurchaSed　Works
アンリ・ファンタン・ラトゥールll836－19041　　　《アッピア街道沿いのピソ・リキニウスとコル　　《カラカラ浴場の鳥敵図》
《花と果物，ワイン容れのある静物》　　　　　ネリウス家の墓》　　　　　　　　　　　　1766｛噸
1865f卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1764年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレー労ング
油彩，カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　57・8×75・5cm（紙）／44・2×69cm（版）
59・lx5L5cm　　　　　　　57・8×75・5cm（紙）／41・1×61cm（版）　　　　The　B。thS。f　C。，a、alla　Bi，d’、．Eye
Henri　Fantin・Latour　l　1836－1904］　　　　　　　　The　　Tombs　Attγibμted　　to　　1）iso　　　　レ「iew
Sτ〃～L批with　a　Carrafe，　Flowers　and　　Licinius　and　the　Cornelii　on　the　ca．1766
醗ご，　　　㌶ご、　　i緯r竃＝・鵠・・9．
：｝9．1×5L5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／41．1×61cm（plate）
1）．1997－l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Focillon　777；1｛ind　72，1／III；Wilton－Ely　205．
’see　New　Acquisiti°1コs　　　　　　　　　　G’1997－4　　　　　　　　　　　　　　　《カラカラ浴場，中央ホールの内部》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1766年頃
ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング
ll720－17781　　　　　　　　　　　　　《ティヴオリの通称マエケナス荘の内部》　　　57・8×75．5cm（紙）／43×65．2cm（版）
連作〈°一マの景観〉（全135点）より67点　望；甥・，エング。一ヴ，ング　　　　Th・　Baths　of　Caracalla・　lnterior　of
Giovanni　Battista　Piranesi　l　1720－1778］　　　57．8×75．5cm（紙）／47．4×62．3cm（版）　　　　　　　　　　　the　Central　Hall
閲呼』（67f「°mthese「ies°f蹴・＝罐＝忽霧議：£＝，／、、。、5．、ci。、，1。、，）
G・1997一’～67　　　　　　　批伽・‘㎎吻・飽力・伽・　　εi㍑㌫、151；Hind　77・　1／IV；Wilt°n’Ely　21°・
Provenallce：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1764
H・lmut　H・　Rumbl…F・ankf・・t・　　　　　Et，hi。g，　eng，avi。g
託1希1鵠罐％1梁2¢i｛蕊鵠。6．　《コ・セウムの内部》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1766年頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング《ルカーノ橋とプラウティウス家の墓》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／45．9・×69．2cm（版）
三鷲，，エン，。一。，ング　　　　《通称ミネ，レウァ．メガカ神殿》　　Th・　C・1・ssezam…teri・r
57・8×75・5cm（紙）／44・4×67・7cm（版）　　　176綱i．、　．　　　　認聯e。9，av、。g
忽＝L・・一剛・鋤b㎡壽：轍1篇認；ζ・（版・　　≧1濡、麟嬬罐鵠ジ211．
176、　　　　　　　　　The　S・－C・ll・d　T，mPle　Of　Minerva　G．1997－11
Etching，　ellgraving　　　　　　　　　　　MediCa≧瓢；辮＝『1・1・議1＝、／、6．、。，…，，1。、e、　鷺ツテ・バ瀦入・の遺構》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Focillon　778；Hind　74，1／IV；Wilton－Ely　207．　　　　　エッチング，エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G1997－6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／42．3×60．5cm（版）
《ティヴオリ近郊，通称トッセ神殿》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Entrance　Door　to　Part　of　the
煕。，エング．一ヴ，ング　　　《栖リの通称トッセ神殿内部》　溜㍑化Z隠＆励緬゜n　the
57．8×75．5cm（紙）／44．1×57．8cm（版）　　　　　　　　　1764年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ca．1766
Th、　S。，C。ll、dれ《繊T。、、e，壽：蒜語誌1㌶；《cln、版、　　旨鵠霊蒜，、／42．、。、。．5cm，，1。、。）
忽働゜li　　　　　Th・　S・－C・．！l・4・．・Tempi・d・lla　T・SSe，ε田鵠81；Hind　79・1／IV；Wilt°n’Ely　212・
Et。hi。9，　e、9，avi。9　　　　　　　　near　Tiv・li，1nteri・r
57．8×75．5cln（paper）／44．1×57．8cm（plate）　　　　　　　　　　　　　1764
F・cil］・・774；Hind　69，　1／IV；Wilt・・－Ely　2（）2・　　　　Etching，　engravi・g　　　　　　　　　　　　《通称エジェリアの洞窟》
G・’997　2　　　　　　　蒜1需、留篇％需2翻P謡。3．　1766年頃、tt　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチンク・エンクレーヴィンク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／40．5×68．4cm（版）
《アルバーノ街道沿いの通称サルス神殿》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　SO’Called　G「otto　of　1埜励α
㌫論㌶版）　㌶㌘＿。グ　　≧嶽蹴徽鍋3．
The　S。一（）a〃ed　T、mple。f　S。1。s，　On　57・8×75・5cm㈱／47・4x7°・2cm（版）　　　G・1997　13
the　Road　to　A　lbano　　　　　　　　　　　　　　　The　Watθηfall　at　Tivoli
認、，9，en、，aVi。g　　　　　認｛1』aV、。g　　　　　《プラウitウ嫁の墓》
57．8×75．5cm（paper）／4L2×56cm（plate）　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／47．4×70．2cm（plate）　　　　　　1765－69年頃
Focillon　776；Hind　71，　1／IV；Wilton・Ely　204．　　　　Focillon　779；Hind　75，1／V；Wilton－Ely　208．　　　　　エッチング・エングレーヴィング
G．1997－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／46．2×62．1cm（版）
19
Th・　T・mb　・f　th・　Plautii　　　《カノプス》　　　　　　　ε1題隅ダ24；Hincl　94・1／IV；Wilt°n’Ely　227・
ca．1765－69　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1769年
Etching，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング
認1需、醗「；；1鑑12詩認漂116．　57・8・75・5cm・紙・／45…58・8・m（版・　　　《ネルウァのフォ，レム，2本のコリント斌。）柱》
G．1997－14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　CanOpUS　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1770年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1769　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　57、8×75．5cm（紙）／47．7×71cm（版）
《通称バッカス神殿（現サン・ウルバーノ聖　　57．8×75．5cm（paper）／45．6×58．8cm（plate）　　　　　　　　　　　　　　　　　．　、
堂），内部》　　　　　　　　　　　　　　F°cill°n　844；Hind　90’　II／IV；Wilt°n’E「y　223’　　　The　F∂㌦勿Of～W％　With　7～Wθ
1767年　　　　　　　　　G・1997－21　　　　　　　　Half－bu・ied　C・ri・thian　C・1・mns
エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1770．
57…75…m（紙）／42・・…p4・m（版）　　　《パンテオン，ポ＿fdUの内景》　　欝離1霊麟，）／47．，。71，m
The　S・－C・ll・d　T・mple　Of仇・・ん㊧　1769年．、、　　　　　鵠編5°；Hind　95コ／IV；Wilt°11’Ely　228・
nOW　the　Chzaγch　of　S．　Urban，　In　te　rioγ　　　　エッチンク・エングレーヴィング
1767　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57・8×75・5cm（紙）／38・8×53・5cm（版）
鷲欝竃婿織＝1、　iTt6h，・　Panth・・n・　1・te「’・「　・f　th・　P・「t’c・《ヤヌス門》
G．1997－15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchin9，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　1771年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／38．8×53．5cm（Plate）　　　　　　　　エッチング，エングレー・カング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F（）cillon　762；Hind　82，1／III；Wilton－Ely　215・　　　　57．8×75．5cm（紙）／47．8×71．5cm（版）
《itヴォリ・通称マエケナス荘の内部》　G’1997－22　　　　　　Th、　A，，h　。f　lanu、　（／。n。、　Q。。d，i－
1767年、　。、．　　　　　　　　　　　　　　　　　fr・ns）with　the　A鋤・f　the　M・ney一壽：㌶嚇認謡・m（版）　　隠叱バー二荘》　　　　辮㎎　
The　SO－Call⑫d　Villa　Of　MaθCenαS　at　　　エッチング・エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　Etching，　engraving
TiV・li．　lnteri・・　　　　　57・8×75・5cm（紙）／44・8×7°cm（版）　　　認1鵠艦「；；1帯ll壽1離㍑129．
1767　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Villa　A　lbani　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－29
灘羅罐臨編竃蹴＝一《コンスタン＿旋門》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（；．1997－23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1771ftfi
《ハドリアヌス荘・小宮殿の遺構》　　　　　　　　　　　壽：篇蕊議㌫蒜《C。、版，
1768年　　　　　　　　　　　　　　　　　《コラの通称ヘラクレス神殿》
エ・チング・エング・一労ング　　　　　　1769年　　　　　　　　　　The　Arch（・f　C・nstantine
57・8x75・5・m（紙）／47×61・5・m（版）　　　　　エ。チング，エングレーヴィング　　　　　　1771．
H・〃吻Vill・．　R・m・ins・f　the　57・8・75・・m（紙）／38…53…m（版）　　　欝聯1芸瓢霊）／47．、。70．，cln（pl、，。）
Sma〃6γ抱αεθ（E・rmerly（）alled　the　The　S・－Called　Temple　・f　Herczales　at　F・cill・・757；Hi・d・97，・1／III；wilt・n－Ely　230・
TemPle・f　APollO）　　　　　　　Cori　　　　　　　　　　　G・1997－30
1768　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1769
Etching，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching，　engraving
翻1漂、謡「；認1部・1隅，218．　認C瘤舗；｛1蹄漂61鵠224．　《fdトゥ捌旋門》
G・1997－17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1771年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／47．5×70．8cm（版）
《パンテオンの内部》　　　　　《テ・ヴォリの滝と渓流》　　　　Th、　A。，h　。f　Titza、　with　th，　c。、ino
三鷲，，エング。一ヴ，ング　　　懸外工。グ励ング　　　F・・nese・鋤・励
57…75・5cm（紙）／・8・56cm（版）　　　57…75…m（紙）／47…71・6cm（版）　　　認（i。9，　eng，av、。g
徽蹴　・1”te「’°「　　麗。llm・ll　Wate7fall　and　Rapids　at馴爵・留瓢＝＝31・
i静鶯聯繊編蹴r＝蹴＿ミウス．セウ＿旋門》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1772年
《サンタ・マリア・マッジョーレ聖堂内部》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エツチング・エングレーヴィング
1768｛’1：・　　　　　　　　　　　　　　　　《ハドリァヌス荘，大浴場中央ホール》　　　　57’8×75’5cm（紙）／47’7×71’8cm（版）
エッチング・エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　1770年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Arch　of　SeptimiμS　SeverUS
57・8×75・5cm（紙）／43・6×68・7cm（版）　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　1772
S．　M（tria　Maggiore．　lnterior　　　57・8×75・5・m（紙）／45・4×58cm（版）　　　欝鵠認蒜§，）／47．，。71．、。m（pl。，。）
1768　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hadγian，∫　Villa．　The　Central　Room　　　Focillon　754；Hind　99，1／III；wilton－Ely　232．
ξ1瓢悲罐，）／43．、。、，．，。m（pl。，。）　　・f　th・　Larger　Thermae　　　G・1997’32
Focilloti　728；Hind　87，　II／IV；WiltonEly　220．　　　　1770
G，1997－19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching，　engraving
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨1鵠蠕「；鑑1～8翻，罐；226．　《フォ・レム・・マーヌム，遠景にコ・セウムを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－26　　　　　　　　　　　　　　望む》
《サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラーノ聖堂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1772年
慧》　　　　　《ハドリアヌス荘樋称ポエチレ》　　壽：㌶講㌶論1（版・
；：㌶論㌶・版）　　竃急三㌫㌫m（版）　臨罐瀞・撒㌶㍗昆
S．Giθvanni　in　Laterano．　Interior　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Distance1768　　　　　　　　　　H鋤zαη’∫Villα・The　S・－Called　1772
Et、hi。9，　e。9，avi。g　　　　　　　　PPOeCile　　　　　　　　　　Et。hi。g，　e。9，avi。g
57．8×75．5cm（paper）／43．3×68cm（plate）　　　　　　　　　1770　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／47．3×70．7cm（platc）
F《）cill《）n　726；Hind　88，　II／V；Wilton－Ely　221．　　　　　Etching，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　Focillon　748；HindlOO，1／IV；Wilton・Ely2：13．
G．1997－20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／37．2×65．7cm（plate）　　　　　　　　G．1997－33
20
忽゜ピエト゜大聖堂・広場とダIMI　Jfill　＞＞　蕊・懸lf鼎！1鰍　｛；lll馳…　㌶タンティヌスとマクセン’tウスのバ
壽蒜㍍6㌫㌶・版・　　　　　　　　　　騨ンエ．グ。一。，ング
St．ル／（り’S～イ，i〃～1）～αZZ‘！and　Cθ／θnnad‘，　　《ナヴォナ広場》　　　　　　　　　　　　　　57．8×755cln（紙）／49×71．4cm（版）
177L’　　　　　　　　　　1773年　　　　　　　　　　Tl～‘・Basilica・f　C・nstantine　and9瓢悲「i㍑、／、6y．，。CI1、（，、、t。、　　5i7：；‡慕，蒜二蒜．（版、　　　竺倣…！～〃・
Focillt，n　721；　Ilindl｛〕1，1／III；X－N，「ilton，1・）｜v　234．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〆74
G，1997－3．1　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　　　　　7「’1～（・1）i（ん乙Z‘～　A～～IVθ7？（～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching．　en》ξravillg
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　177：3　　　　　　　　　　　　57・8三75・㍍m（pape・）／49×71・4・m（pl・t・）
《サン．ピエト。人鞠梛　　　瓢・繍・㍑、／、7。，。、7－（，1、t，、　｛；1㍑！・1：11／51；Ili”d’14’1／IV；Wilt°n’Ely　247’
1771・P　　　　　　　　ε16鵠13：1；　Ill”dl°8，　1／IV；Wi］t°n’E］y　241・
三ツ㌣グ・エングレーヴ㌘グ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ディオクレティアヌス浴場，ブリギダリウム
こ’7・8×7i）・5cm（紙）／48・5×66・7cm（版）　　　　　　　　　　　　　　　内剖｛の南壁》
St．1’etei”s．1n　te　rio　i’　　　　　　　　　《サトゥルヌス神殿》　　　　　　　　　　　1774年
1773　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1774年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング
Etching，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーウイング　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／47×70．3cm（版）
57．8×755cl11（paper）／48．5×66．7cm（plate）　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／47×70．5cm（版）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　．　　　　　．
Foc　il｜oll　722；HindlO2，1／III；Wilton－Ely　235，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Baths　Of　Diocletian：Intθrioγ（）f
G・1997－35　　　　　　　　　　The　TemPle（・f　SatZtrn，　with　a　Corner　Frigi：dan：i．tm，　S・uth肋11
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0f　the∠l　rch（ゾSePtimizas　SeverUS　in　　1774
《クイリナーレ広場の5Zオスクーリ像》　㍑晒”°Und　　　　瓢慧蒜；還、／、7。，・．・。m（，1。，，，
1773年　　　　　　　　　　　Et，hi。g，　e。9，avi。g　　　　　　　　F・cill・・834；Hi・dll5・1／III；Wilt・n－Ely　248・
エ。チング，エングレ＿ヴィング　　　　　　57．8×75．5・m（P・p・・）／47・70．5。m（pl。t，｝　　　G・1997－48
57．8×75．5cm（紙）／47．5×70．8cm（版）　　　　　　　　　Focillon　829；HindlO9．　，1／III；Wilton－Ely　242．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－42
Tlze　Piazza　del　Quirinale，　with　the　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《テ？オクレティアヌス浴場》
St（ztltes（）f　the　Ho・rse・Tamers　seen　　　　　　　　　　　　　　　　l774年from　the　Bαcfe　　　　　　　　　　　　《サトゥルヌス神殿，背景にセプティミウス・　　エッチング，エングレーヴィング
1773　　　　　　　　　　　　　　　　　　セウェルス凱旋門》　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／・；・・1×69cm（版）
欝跳悲「㍑、／47．・・…．8cm、，1、t，・　　騨シ。。ング。一ヴ，ング　　　　伽鋤ぽDi・ψ吻皿・卿批
ε1跳～32・Hi・d1°3・1／IV・Wi［t・n－E1・236・　57…75・・：・（紙・／・7・…5cm（版・　　昆24鵬紘∫輪〃4曜1馳9吻〃∂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　TemPle　of　Satuγn，　with　the　A　rch　　　　l774
鰺の泉》t　　㌶　sS　沈‥6μ簾難罐；・｛罐b24・
エッチンク，エングレーヴィンク　　　　　　　　　　　　　Etching，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
57．8×75．5cm（紙）／47．2×70．7cm（版）　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／47×70．5cm（plate）
Th、・F。ntana　di　TreVi　　　　翻罐3°；Hi”d1’°・1／III；Wilt°n’EI・243・’　《サン・ジ。ヴァンニ・イン・ラテラーノ広場と
1773　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大聖堂》灘糖＝罐・7・鱗ピドー》　　露＝脇坂、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング．エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　The　PiaZ2a　and　B2silica　of　S．　Giovan一
鷲リのエステ荘》　　三麗1巖濃1i。　㍑雛＝撚伽゜be”sk，
壽：鑑＝㌫・版・　》撫晋㍑、／、4．，。、9．、、m、，1。、。，　黙1ご麟、／＿9。、pl。、。）
忽口D蹴肋・”　　6＝46；Hi”dll1・　1／III・Wilt°n“Ely　244・　瓢・12°；Hind”7’1／IV；Wllt°n’E］y　25°’
Etchin9，　engraving
57．8×75．5cm　（paper）／46．8×69．9cm（plate）
ε＝　d1°5’　1／III；Wil‘°n－Ely　238．麗；ドリアヌス⊇称哲学者のホール内鐘∵竺ネ゜水道》
《カメナエ神殿（通称デウス．励ク，レス　繋。⇔グ．一ヴ，ング　　　57…75・5cm・紙・／・9－cl］コ・版）
神殿）》　　　　　　　　　57・8×75・5cln（紙）／44×57・7cm（版）　　　　Tl・e　AqUedztct・of　7Vero　Leading　t・the
1773年．．　、　　　屹吻Villa：勤吐力・吋〃・・儒＝AB「（tnch°f　the　Aqua
si7：㌶＝㌶cm・版・　　1，91『a”ed　’｛aii　°f　the　phii°S°Phe「s㌫9，。g，av、㎎
㌦蹴罐＝　雛゜黙欝耀鵠41溜；・＝245．嶽㌶・（麟耀゜㌫rCl251．
1773　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－45
Etchin9，　engravin9
57．8×75．5cm（paper）／47．3×70．5cm（plate）
6雪聯827；Hilld’°6’　1／IV；Wilt°n’Ely　239’　《ハドリアヌス⊇称プレトi）オの遺構》　㌫タ゜マッジョーレ（クラウガア水道の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三驚グ，。ング．一功。グ　　　　1775…、．　tt
《ファ，レネーゼ邸》　　　　　57…75・5ci・・紙・／・5・・・…m（版・　　　壽：；《㌶1認㌦蒜ζm，版、
翌ンエ。グ。－Wグ　　　瓢路㍊『：』i励伽S°’批肋〃・紗阻・riginally　・n
57．8・75．5cn、（紙）／41．6・65．4、m（版）　　　　1774　　　　　　　　　A励⑭・f　the　Aqua　Claudia　and
肪，肋。、。F。。n，Se　　　瓢1隠・畿）／、5．，。64cm（pl。，。）　！燃2°N°VUS
1773　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Focillon　832；Hindl13，1／III；Wilton－Ely　246．　　　　　Etching，　engraving
Etching，　engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1997－46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／48．7×70cm（plate）
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F°cillon　839；Hindl19・　IIIII；Wilt°n’Ely　252・　　　　《コロセウムの鳥鰍図》　　　　　　　　　　　品Z〃‘αηS　Villa：The　piaz，za　（！’Oi－v
G・1997－52　　　　　　　　　1776年　　　　　　　　　　1776　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　Etchin9・engravin9
《サン．ピエト。広場の鳥醐》　　　・・…75・5cm（紙）／49…71・5cin・版・　　　害ζ1；1罐、（麟躍7il謬ll鵠；，、5．
1775年　　　　　　　　　　　The　COIOSSeUm．　B‘夕∂S一五ン¢View　　　G．1997－65
エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　1776
57’8×755cm（紙）／47’6×71cm（版）　　　　　　　欝設莞1認…「認器r）／49．9×71．5cm（plate）　　　　　《ハドリアヌス荘，通称ヘリオカミヌス》
St・抱♂，　with　Piaz2a　and　C・lon－　C・・il1・・759；Hi・d126・・1／Iv；wilt・n－Ely　259・　　1777年
nades，　Bシ∂S－Eye　View　　　　　　G・1997－59　　　　　　　　　　エ。チング，エングレーヴィング
1775　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／42．1×59．7cm（版）
旨鵠1蒜「灘，）／47．、。71、m、P1。，。、　　《トラヤヌス浴場》　　　　　仇4，加S　Vill。、　T、e　S。－C，〃，d
冥・clll・11720；Hi・d120・1／III；Wilt・n－Ely　253・　　1776年　　　　　　　　　　HeliOCaminus
G・1997－53　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　1777
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（紙）／48×69．1cm（版）　　　　　　　　　Etching，　ellgraving
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／42．1×59．7cm　（plate）
《ティベリーナ島，前景にサン・バルトロメオ　　　The　BathS　Of　Traian〔ErrOneOZtSly　　F・cill・n　847；Hi・d133，　1／III；Wilt・n・Ely　266．
聖堂》　　　　　　　　　　called　Baths（・f　TitUS／　　　　　G・1997”66
1775｛F　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1776．　　　　　　　　．
；：㌶嚇蹴㌃・・版・　撒露竃；艦11＝26。．課ア瀦小浴場の八角形の間》
Tlze　lS・la　Tiberina，　with　S．　Bar－　G・1997－60　　　　　　　　　　エ。チ・グ，エング・一功ング
tOlomeo　in　the　FOregrOZイnd　　　　　　　　　　　　　　　　　　57・8×75・5cm（紙）／44・1×57・6cm（版）
蕪£罐，／、＿…，P1。，。）　蹴一ネ邸（旧ストッピアー二邸）》　髭＝跳゜ct”g°nal　R°°’n　in
Focillon　836；Hind121，1／III；Wilton－Ely　254．　　　　　エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　1777
G．1997－54　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5clll（紙）／41．8×66．9cni（版）　　　　　　　　　Etching，　engraving
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cm（paper）／44．1×57．6cm　（plate）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Pala2ZO　VidOnθ〔FO　rm　erly　the　　　Foc川on　848；Hind134，1／III；Wilton・Ely　267．
《サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラーノ聖堂　　Pala220　Stoppiani）　　　　　　　　　　G・199．　7’67
Z空一ド》　　　　　　認、。9．。。9，av、。g
1・’。年　　　　　　　　　　　　57．8×75．5cin（pape，）／41．8×66．9cm（plate）
エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　Focillon　842；Hind128，1／III；Wilton－｝i；ly　261．
57．8×75．5cm（紙）／49．1×70．7cm（版）　　　　　　　　　　　　G．1997－61
s．Giovanni　in　Lateran（，：Near　View
‘㍑、鷲　　　㌶蕩《議よ鵠もと欝騨W。，ks
57，8×75．5cln（paper）／49．1×70，7cm（Plate）　　　　　　　　1776．年
Focillen　724；Hind122、1／IV；Wilton－Ely　255．　　　　　エッチング，エングレーヴィング
G．1997－55　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5Z8×75．5cm（紙）／48．9×71．5cm（版）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．Ma　ria　degli　A　ngeli　Interior．　For一　　寄贈者：フランソワーズ・カシャン氏
《トラヤヌス浴場の鳥撤図》　　　　　　　　　例εψthe　Centrctl　Hall　of　the　Baths　　Donation　is　made　by　Mme　Frangoise　Cachin
1775年　　　　　　　　　　　of　Diocletian
エッチンク，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　1776
57・8〆75・5cm（紙・／48・8×7°・6cm㈱　　　瓢ll罐「㌶ξ，）／48．，。71．5cm，，1。t，、
T1～〈・Ba〃ts　Of　Ti’aia　n　（Erroneoztsly　　　冥・cill・n　835；Hind129．　・IIIV；　Wilt・n－Ely　262・　　　　　ポール・シニャック「1863－］935｜
（・a／le（～Baths　of　Titzts）．　Bシ∂S一砂¢　　G・1997－62　　　　　　　　　　　　　　　　《サン＝トロペの港》
V～（ソ｛，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1906｛1三
㌫、、．。。、，av、n9　　　　　《ア・ピア街道沿いの通称コノツキア・）墓》　籔瓢ll三け’ベン瀧インク
57．8尺75．5cm（paper）／48．8×70．6cm（plate）　　　　　　　1776年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　左下に署名；右ヒに番号；裏面に題名のll｝込み
Foci11“n　837；Hincl123，1／IIII　XVilton－Ely　256．　　　　　エッチング，エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　．
G・1997－56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　75．5×57．8cm（紙）／71．4x47．7cm（版）　　　　　　　　　Paul　Slgnac　l　1863－1935］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tl・e　T・mb，　C・ll・d　La　C・n・cchia・n　忽伽財S痂亡丁κφロ
《パンフィーリ荘》　　　　　　　　　　　　the　Via　ApPia　near　Capua　　　　　　　Pen　alld　br。i・vti　ink。ve・pencil。1・　pllpCi・
1776年　　　　　　　　　　　　L776　．　　　　　　　　　　　　18・4×22：2cm　　　　　　．　．㌶認㌫，㌫，版、　　竃藷欝轍f聯㍑，、、　竃繊1曇襟・》燃嶽l
Tl・（’　Vi／la　PamPhili　　　　　G・’997－63　　　　　　　鵠三1
1776
Etching，　engra、’ing　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Provenance：57．8・75．5cm｛paper）／48・6×70・3cm（1）1ate）　　　　　《ハドリアヌス荘，カノプスの内部》　　　　　Atelier・f　the　artist；gift・f　Mme
濫㍑84°；Hi”d124・　1／III；Wilt°n’Ely　257・　1763年．、　　　　　　F「anc°ise　Cachin　1997・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング・エンクレーヴィン7（　　　　　　E．hi｜，iti。n、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5Z8×75・5cm（紙）／45・5×58’3cm（版）　　　　G、1。，i，　Vild，ac．　P、，i，　II、．d．1．　n。．776，
《テヴェレ河，クロアカ・マクシマの出口》　　　仇47㌘ηSVilla：Tlze　CanoPZts　In　te－
1776｛ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　γ210γ
エッチング・エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　1763
57・8×75・5cm（紙）／44・6×67cm（版）　　　　　Et，hin9，　e。9，a。i。9
㍑蹴㌶4㌶脇脇き薄・（麟；蠕8翻｛1；㌫・・
St．　ル7α　ria　in　Cosmedin　in　the　Bαck－
grθ？tnd
l776、　　　　　　　　　　　　　　　　《ハドリアヌス荘，黄金広場》
瓢1耀ζ「罐，，／44．、。67cm、pl。、，、　　1776年　　。、
Focillon　841；Hind125、1／III；Wilton－Ely　258．　　　　　エッチング・エングレーウィとク
（｝．1997－58　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57．8×75．5crn（糸氏）／47．2x62cm（片反）
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研究活動
Research　Activities
各研究者ことの研究活動を隈覧会の企画・構成1，1著，川，1論　　　「西洋美術研究支援画像データベースと画像処理一欧米で開発
刻，1翻川，1エッセイ・作品解説など1，｜口頭発表・講演など］，　　された諸ツールのわが国における応用と作品研究」（平成9年度文
1その他の活動1の7項llを中心に報ft　1一する（研究者の五十音順）。　　　部省科学研究費補助金一般研究（A）），波多野宏之氏他4名との
項日は研究者によって多少の異同がある。また，これは各研究者　　　共同研究
の美術館内外でのヒ要な研究活動の報告であり・網羅的な著作　　　国立西洋美術館情報システム委員
ll録を意図したものではない・　　　　　　　・稲田大学第二文学部非常勤講師，1997年4月一1998年3月
河［公生／Kimio　KAWAGUCHI　　　　　　　　　　　　幸福輝／Akira　KOFUKU
l論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「論文］
「マムズベリー伯爵旧蔵《ある男の肖像》の科学調査」・『国立西洋　　　「ロヒール．ファン．デル．ウェイデンとマムズベリー伯爵旧蔵《ある男
美術館研究紀要』No・2・1998年3月・PP・29－42　　　　　　　　　　の肖像》」，『国立西洋美術館研究紀要』No．2，1998年3月，　PP．9－18
1籔瓢ξ㌫罐L催・国立国1祭美術館／国立西鷲］ズ．？－uウ＿ンヌ＿ビユーレンrド“．ミラノ時
洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　祷書』（共訳），岩波書店，1997年
「国立西洋美術館展：愛と生命の響き」，1997年4－5月，主催：新
潟県立近代美術館／国立西洋美術館／財団法人西洋美術財団　　　　　［エツセイ］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「絵画のような版画一レンブラントのエッチングについて」，『国立
1講演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西洋美術館展；愛と生命の響き』カタログ，新潟県立近代美術館，
「展覧会における絵画作品の損傷と取扱い」朝日新聞社企画部主　　　1997年，P．110
催，1997年11月
「美術品の管理と運用」全国美術館会議主催・1998年2月　　　　　　　「口頭発表・講演など］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大原美術館夏期講座「北方ルネサンス」における講演（1997年8
1その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月）
チャイコフスキー博物館（ロシア共和国）所蔵《肉声録音蝋管レコ
ード》の修復・再生，NHK・北海道大学応用電気研究所共同プロ　　　［その他の活動］
ジェクト（蝋管の修復），1997年10月　　　　　　　　　　　　　　「クロード・ロランと理想風景」展（1998年9月開催予定）の調査・準
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　備
1講演会の企画運営］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『国立西洋美術館年報No．31』の編集
トム・ラーナー（テイトギャラリー絵iuattl多復員）・ディレク’プーレン（テ　r国立西洋美術館研究紀要N。．2』の締
イトギャラリー彫刻修復室長）によるイギリスにおける現代美術の保　西洋美術館臓。ヒール．ファン．デル．ウェイデン作品の調査．研
存と修復の現状について，1998年3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究・出版
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　美術史学会査読委員
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治大学政経学部，同第二文学部非常勤講師（1997．4－1998．3）
喜多崎親／Chikashi　KITAZAKI
l論文］
「歌えなくなった詩人一ギュスターヴ・モローの二組の《人類の生》
をめぐって一」，『國學院雑誌』第99巻3号，1997年3月，國學院　　　越川倫明／Michiaki　KOSHIKAWA
大學，pp．15－30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「展覧会企画・構成］
「見せられる裸婦と風景一クールベの《眠れる裸婦》にみる眼差し　　　「国立西洋美術館展：愛と生命の響き」・新潟県立近代美術館’
の換喩」『国立西洋美術館研究紀要』No．2，1998年3月，　PP．53－73　　　1997年（共同企画）
1エッセイ］　　　　　　　　　　　　　　曙書］
「ギュスターヴ・モローの水彩画」，『国立西洋美術館展：愛と生命　　　r光と闇：華麗なるバロック絵画展』カタログ（平塚市美術館ほか），
の響き』カタログ，新潟県立近代美術館，1997年，P．38　　　　　　　　東京新聞，1997年（共著）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高階秀爾・三浦篤編『西洋美術史ハンドブック』，新書館，1997年，
「その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pp．53－72（分担執筆）
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［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演「学芸員の仕事について」，1998年8月27日
「国立西洋美術館所蔵作品による科学調査の実例報告（その2）：
パオロ・労ロネーゼ作《聖女カタリナの神秘の結婚》　作者帰属　　　［その他の活動］
とX線写真の解釈をめぐって」，平成7～8年度文部省科学研究費　　　“Die　Andere　Halfte　der　Kunst，”veranstaltet　vom　Kunstges，　一
総合研究（A）－1「西洋美術史と科学鑑定法一その歴史と現状」　　chichtlichen　Seminar　der　Universitat　Hamburg，　Warburg一
研究成果報告書（非公刊，1997年4月提出）所収　　　　　　　　　　Haus，14．－16．　Okt．1996（会議参加）
「カラヴァッジョとアンニーバレ・カラッチ後のローマ絵画」，『光と闇：　　“Jacob　Burckhardt，”veranstaltet　vom　Kunstgeschichtli一
華麗なるバロック絵画展』カタログ，東京新聞，1997年，pp．23－　　chen　Seminar　der　Universitat　Halnburg　und　Warburg・
30，158－162　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Haus，1997（会議参加）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Internationales　Symposium　zu　Hans　Holbein　dem　Jtin－
［エッセイ・作品解説など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　geren，”veranstaltet　von　der　Vereinigung　der　Kunsthistori－
「国立西洋美術館の版画コレクション」，『国立西洋美術館展：愛と　　　kerinnen　und　Kunsthistorikern　in　der　Schweiz　und　der　6f
生命の響き』カタログ，新潟県立近代美術館，1997年，pp．69－72　　　fentlichen　Kunstsarnmlung　Basel，　Kunstmuseum　Basel，26．
「プシュケの物語」，『国立西洋美術館展：愛と生命の響き』カタロ　　　ー28．Juni，1997（会議参加）
グ，新潟県立近代美術館，1997年，p．79　　　　　　　　　　　　　“Holbein　Colloquium，”The　National　Gallery，　London，1
「イタリア・バロック絵画と日本の美術館」，『イタリア図書』19号　　　Nov．1997（会議参加）
（1997），pp．2－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「記憶された身体」展（1999年7月開催予定）の調査・準備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「和紙と西洋版画（仮称）」展（2003年開催予定）の調査・準備
［°頭発表舗演など］　　　　　　　　　国際シンポジウム「皮膚の想像力」（国立西洋美術館．ドイツ日本
「ヴェネツィア’ルネサンス絵画」1997年・朝日カルチャーセンターに　　　研究所共催，1999年7月16．18日開催予定）の企画．準備
おける講i演（2回）
「1545年のティツィアーノ」1997年，名古屋大学における出張講義
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高階秀爾／shuji　TAKAsHINA
［その他の活動］
学習院大学非常鑛師（平成9鞭美術史学繍「f、ツイアーノ　［籍］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『世紀末の美神たち』（新版），青土社，1997年
研究」）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『法國繕書史一從文藝復興到世紀末』（中国語版），藝術家出版
マーヴィン’アイゼンバーグ「修道士と音楽と写本：フィレンツェ中　　　7±，1998年
世・ルネサンスの聖歌集挿絵をめぐって」1997年，国立西洋美術
館における招待講演会の企画運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［論文］
マーヴィン’アイゼンバーグ「初期イタリア絵画の技法と表現」1997　　　「歴史画とは何か」，『安田靱彦一いにしえ人に想いをはせて』，
年・学習院大学における招待集中講義の企画運営　　　　　　　　　佐野美術館，1997年，PP．65－67
ブルース’バウチャー「絵画と彫刻のあいだ：ヤコポ゜サンソヴで一ノ　　　「マニエリスム不安の時代の表れ」，「古典主義＿安定した秩序
とパラゴーネ」1997年・国立西洋美術館における招待講i演会の企　　　感への指向」，「対抗宗教改革と大衆教化」（『バッハ全集』第2
画運営　　　　　　　　　　　　巻：PP．134－143，第13巻：PP．170－179，第3巻：PP．132．141），小
「イタリア中部地震文化財修復支援募金」事務局運営（1997年10　　　学館，1997年
月～）　　　　　　　　　　　「ふたつの顔の鞠乱rア，レフレッド．ステ，一グリッツとその仲間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たち』，東京都写真美術館，1997年，pp．11－14
佐藤直樹／Naoki　SATO　　　　　　　　　　　　　　　　　“Le　mot　et　l’image　dans　l’a「t　jaPonais’”Le　siεc1ε磁design
l龍］　　　　　　　　　　　竺励娠吻θ励云〃γ，Mai・°n　d・1・・ulture　d・J・p・n
lウイーン美術史美術館絵画編』彩鳳1±，　1996fi・，（共同監修）　Pa「is・　1997
え鷲蕊竃罐鷲漂忽灘麗：竺名㌶≧㌶齢纏元㌫『㌶言一
作品解説など）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「佐伯芸術における西欧と日本」・『佐伯祐三』・東京インターナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ショナルアートフェスチバル’97，1997年，pp．5－10
［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「亡き妻への相聞歌」・『近代画説』第6号・明治美術学会・1997
Eine　ikonologische　Interpretation　der　Ehrenpforte　des　　　年・PP・118－119
Kaisers　Maximilian　1．，　in：Aspect　of　Problems　in　European　　　「パトロンとしての皇室」・『アサヒグラフ「別冊」皇室の名宝』，朝H
Art　History，　The　Seminar　in　Western　Art　History　at　　新聞社・1998年　PP・114－115
Tokyo　University　of　Fine　Arts　and　Music　Lectures　and　　　「生活のなかの美」，『PARIS－TOKYO－PARIS　SHISEIDO
Contributions，　ed．　by　Koichi　Koshi，　No．1，　Tokyo，1997，　PP．　　1987－1997』，パリ装飾美術館・資生堂，1998年，　PP．14－15
105－112
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ，書評など］
［口頭発表，講演など］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「イサム・ノグチ」展評，長崎新聞など，1997年4月18日
代々木ゼミナール造形学校芸術学科コース，夏期講習会特別講　　　「美術に表された獅子」，『獅子が舞いシシは踊る』，日本芸術文
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化振興会，1997年，pp．4－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　け橋』，　lll日県、t荻美術館，1997年10月
「印象派の革命家モネ」，『モネ印象派の誕生』，創元社，1997　　「地中海：人びとの宴」，地中海学会20周年記念フォーラム『豊穣の
年，Pp．1－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海へ』，弘済会館，1997年10月
1渥良雄暑：『幻想のガラス　サントリー美術館コレクションIOO』序　　　「美術館の未来」，「1920年代のパリ・芸術家たちの出会い」，『東
文，淡交社，1997年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京インターナショナルアートフェスティバル』講演会，東京国際フォ
lll本健11f著『いのちとかたち一日本美の源を探る』解説，角川文　　　一ラム，1997年10月，11月
庫，1997年，pp．462－471　　　　　　　　　　　　　　　　　　「桃ll｜時代の光と影」，『京都匡位博物館開館100周年国際シンポ
「香りたつ「ロココ」の精華」，「ルーブル美術館」展評，読売新聞　　　ジウム』，国vtL京都国際会館，1997年11月
社，1997年，7月3日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「公開と教育」，『’97年世界博物館・美術館京都会議』，ホテル日
「脇村先生と原撫松」，『学f：会会報』No．816，社団法人学：1：会，　　航プリンスホテル京都，1997年Il月
1997年，pp．10－11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「岡倉天心人とその魅力」（文化講演会），「天心と近代日本美術
「美術史とは何か」，『西洋美術史ハンドブソク』（編者：三浦篤，高　　　のあゆみ」（シンポジウム），『天心と7il浦の作家たち』展，茨城県
階），新書社，1997年，PP．10－11　　　　　　　　　　　　　　　　　天心記念五浦美術館，1997年11月
「軽井沢高原の美術館」，文化學院新聞第132号，文化學院，　　　「フランスからみた日本文化の現在」，『21世紀に向けての文学シ
1997年8月25日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンポジウム』，東京ビッグサイト，1998年1月
「ポンピドー・コレクション展」推薦文，朝日新聞社，1997年9月19日　　　「愛知県美術館コレクションにみる20　’tlt紀の西洋美術」，『近代美
「H本近代の見直しへ：佐藤道信著『〈日本美術〉誕生』」，『日本　　　術の100年』展記念講演会・愛知県立美術館，1998年1月
の美学』26号，ぺりかん社，1997年，PP．169－172　　　　　　　　　　「2つの社会・文化の相互理解をめざして」，『日本スペインシンポ
「馬淵明子著『ジャポニズムー幻想の日本』」，『ていくおふ』No．　　ジウム』・日経ホール・1998年3月
80，全日本空輸株式会社広報室，1997年，pp．48
㌶鑑：㌶ll繊『時計を見て仕事をするな』・日本高橋明也／Akiy・TAKAHASHI
“Wh・n　R・1・・Meet・Reality，・　JAPAN　ECH・，V・1・24・　N・・4・竃㌶瑠L西洋美術館所蔵作品を中心に」（国立西洋
PP・5°－51　　　　　　　　　　美術賠国立国際美術館合同企画展，会場、国立国際美術飽
1監修］　　　　　　　　　　　会期：1997年4月17日『6月22日）
『モネ印象派の誕生』，創元社，1997年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［エッセイ，作品解説など］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「国立西洋美術館のコレクションー松方コレクションとその後」，［座談会・インタビュー・鼎談］
「第14回II」鮭術館賞展の審査を織て」（座談会：浅野徹／内山　『素材と表現』展覧会小冊子PP・4－5
武夫／酒井忠康／高階秀爾，司会．草薙奈津子），『今日の日本絵　　　「展覧会成立事情〈素材と表現ny国立西洋美術館の所蔵作品を
画第14回山種美術館賞展』図録，山種美術館，1997年　　　　　　　中心にして〉」『国立国際美術館月報』no・56・1997年5月号
「デジタル時代のアカデミズム」（インタビュアー：伊東順二），　　〈フランス地方美術館めぐり〉：（32）「コート’ダジュールの美術館
rICS』V。1．2，学校法人環境造形専ド弓学校，1997年，　PP．4．11　その1一サンニジャン＝カップ＝フェラからカーニュ＝シュル＝メールへ」
「光の造形化をめぐって＿建築．芸術．文化」（鼎談：磯崎新×橋　　　〈リスボンのミュージアム〉：「カロウステ’グルベンキアン美術館」
本典子×高階秀爾），『日本の美学』26号，ぺりかん社，1997年，　　　〈フランス地方ミュージアムめぐり〉：（33）「コート・ダジュールの美術
PP．2－17　　　　　　　　　　　　　館その2一ヴァンスとサン・ポール」rB・n　V・y・g・』N…75・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　76，77，エール・フランス国営航空会社，1997－98年
1講演会・シンポジウム］
「西洋近代美術の流れ」，「国立西洋美術館展　愛と生命の輝　　　［口頭発表・講演など］
き」記念講演会，新潟県立近代美術館，1997年4月　　　　　　　　　講演会「国立西洋美術館とそのコレクション」（1997年5月・国立国
「美意識の東と西」，司法研修所専門研究会講演1997年5月　　　　　際美術館）
「バ。ック美術の栄光」．「プ＿シキン美術館所蔵イタリア．バ。　レクチャー清ll」学院女子短期大学
ック絵画」展美術講演会，秋田県総合生活文化会館，1997年8月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他の活動］
“Maste「piece　and　Meibutu：Making　of　Value　in　Art・”The　　　東京芸術大学非常勤講師（1997年4＿9月）
Nature（）f　the　Masterpiece　in　JaPan　and　EuroPe，　Interna－
tional　Conference，　University　of　East　Anglia　Norwich，
1997・SePtembe「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中正之／Masayuki　TANAKA
「創造する伝統」・『デザインの世紀』展オープニングシンポジウム・　　　［展覧会企画．構成］
パリ日本文化会館1997年9月　　　　　　　　　　　　　　　　　　「素材と表現一国立西洋美術館所蔵作品を中心に」
「都市の文化空間としてのミュージアムの役割」，『変貌するミュー
ジアムー殿堂から文化発信拠点へ一』文化講演会・リーガロイ　　　［論文］
ヤルNCB・1997年9月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「青騎士年鑑と同時代の思想」『鹿島美術研究年報』No．14，　PP．
「浮世絵とジャポニズム」，国際シンポジウム『浮世絵一東西の架　　　199－216
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［講演］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ルの評価　画像分類，作家名ユニオンリストを応用した科研シ
「ドイッとフランスー20世紀美術史の歴史叙述」，東京都現代美　　　ステムを中心に」，『情報処理学会研究報告』Vol．97，　No．48，
術館，1997年11月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年，pp．31－36
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フランスにおける映像関連の施設と資料」，『日仏図書館情報研
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究』No．23，1997年，　pp．89－93
田邊幹之助／Mikinosuke　TANABE
［エッセイなど］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［翻訳］
「宗教改革時代の〈女の力〉」，『芸術新潮』，1997年8月号，PP．67　　　ラアニエ，　C他「NARCISSE：絵画研究のための高精細両像の利
一74　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用」（共訳），『情報管理』VoL40，　No．1，1997年，　pp．38－53
［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［口頭発表，講演など］
「死の舞踏」展（2000年開催予定）のための調査・準備　　　　　　　　「国立西洋美術館における西洋美術研究支援アプリケーションツ
『西洋美術館名作選』編集　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ルの評価　　画像分類，作家名ユニオンリストを応用した科研シ
専修大学文学部非常勤講師（1997年4月一1998年3月）　　　　　　　ステムを中心に」・情報処理学会人文科学とコンピュータ研究会・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1997年5月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「フランスにおける美術1青報の普及と専門教育」，アート・ドキュメン
寺島洋子／Yoko　TERASHIMA　　　　　　　　　　　　　テーション研究会第26回研究会，1997年6月
［著書］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「電子美術館とそれ以前の問題」，アート・ドキュメンテーション研究
『ものがたりの森』（セルフガイド／共著），1997年　　　　　　　　　　会電子博物館シンポジウム，1997年12月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「国立西洋美術館美術情報センター（仮称）の目指すars」，アー
［教育普及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト・ドキュメンテーション研究会ars－WG平成9年度第7講1998年2
ギャラリートーク「ものがたりの森」，1997年7月1日一31日　　　　　　　月
サブ・プログラム「ものがたりの森」，〈もうひとりの自分ヒストリー＞
1997年8月7日，〈しずくのぼうけん＞8月14日，〈宝探しゲーム＞8月　　　［その他の活動］
21日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　63rd　IFLA　General　Conference，　Copenhagen，1997．8（専門図
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書館部会調整委員会，美術図書館分科会（座長）常任委員会出
［その他の活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　席等）
「日本の美術館教育の調査研究」ポーラ美術振興財団平成8年度　　　「西洋美術研究支援画像データベースと画像処理一欧米で開発
助成，1997年1月一1998年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された諸ツールのわが国における応用と作品研究」（文部省科学
カナダ青年国際交流事業「日本一カナダ仮想展覧会」協力（1997　　　研究費補助金基盤研究（A），1997年4月一1998年3月）
年一・1998年3月）および「インターネットによる仮想展覧会に関する　　　「日仏間美術超高精細画像と多言語通信の研究」（国際コミュニケ
共同研究」（1997年9月一1998年3月）　　　　　　　　　　　　　　一ション基金助成調査研究研究代表，1997年4月一1998年3月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カナダ青年国際交流事業「日本一カナダ仮想展覧会」日本側コー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディネーター（1997年7月一1998年3月）および「インターネットによる
塚田全彦／Masahiko　TSUKADA（1997年10月採用）　　　　仮想展覧会に関する共同研究」統括（1997年9月一1998年3月）
L論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「美術館における超高精細画像の応用に関する調査研究」（凸版
「東南アジア古陶磁の特性について一ベトナムおよびミャンマー　　　印刷株式会社との共同研究）（1997年4月一1998年3月）
採集陶片の化学分析」・『東北芸術工科大学紀要』第4号・1997　　　「新しい視覚情報開発のための民族誌映画の分析と活用」（国立
年・PP・34－41（共著）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　民族学博物館共同研究，1997年4月一1998年3月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画展示館建設に伴う新情報資料室設置準備
男雲巖震文化財修復支＝事務局運営（1997年1。図書資料データ遡及入カ
月～）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立西洋美術館美術館｜青報システムの改善
東北芸術工科大学芸術学部非常勤講師（1997年11月）　　　　　　　国立西洋美術館1青報資料懇談会の継続開催
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　放送大学客員教授（1997年9月一1998年3月）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶雁義塾大学文学部非常勤講師（1997年4月一1998年3月）
波多野宏之／Hiroyuki　HATANO
「著書］
『全国美術館会議第12回学芸員研修会報告書［美術著作権と新
しいメガア］』（共著），全国美術館会議1998年　　　　　　　　　雪山行二／Koji　YUKIYAMA
『次世代電子図書館システム研究開発事業　ユーザー委員会報　　　［口頭発表・講演など］
告書　　』（共著），日本情報処理開発協会，1998年　　　　　　　　　「ゴヤ，時代を越えるもの」，鹿島美術財団主催美術講演会，1997
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年11月
［論文］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「21世紀に向けての美術館の在り方」，長野県博物館協会主催学
「国立西洋美術館における西洋美術研究支援アプリケーションツ　　　芸員研修会，1997年12月，長野県立歴史館
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1エッセイ・作品解説など1
「ヴァン・ダイクの《レガネース侯爵》」，『国ltl：西洋美術餅｛展：愛と生
命の響き』カタログ，新潟県C71近代美術釘｛，1977年，　p．22
神lli敬：拷：『l　il匠たちのスペイン』，｝1｝評，日本経済新聞，1977
｛t・6Jl2211
「絵とか彫刻はみんなのものですから……」，『国N’／：西洋美術館ニ
ュースセブユロス』第2号，1997年1011
1その他の活動1
寄託作品《エル・エンペシナード》（ゴヤに帰属）の調査研究
「ゴヤ，エル・エンペシナード」（マドリード国立装飾美術館およびブ
ルゴス博物館）への学術協力
文化庁ヒ催「21世紀に向けての美術館の在り方に関する調査研
究協力者会議」副座長，「文化による国際貢献に関する調査研究
協力者会議」（委員）
全国美術館会議における博物館法検討委員，法人化問題検討委
員
東京国立近代美術館運営委員
三重県立美術館専門委員
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